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Bi-directional Reflectance Factor (BRF)は、太陽入射角(太陽方位と高度)とセンサ角

(センサ方位と角度)によって定義される二方向性反射係数のことである。 BRFは、太陽

一対象ーセンサのジオメトリ、対象とその構造に起因する拡散性、波長などによって、そ

の特性が異なることが知られている。したがって、分光反射係数をパラメータとして物理

量推定を行なう場合、異なる太陽入射角とセンサ角の観測ジオメトリにおいて計測された

BRF特性やBi-directionalReflectance Distribution Function (BRDF;二方向性反射分布関

数)を把握する必要がある。

一方、 BRF計測において重要な点は、多くのセンサ角から対象領域の反射係数を太陽入

射角が変化しない程度の短時間で取得することである。しかしながら、対象領域の半球上

すべての方向から計測を行なうことは不可能に近い。そのために実際は、 BRF効果が大き

く見られるセンサ方位が太陽方位に相対する位置関係 (PrincipalPlane)と、効果の小さ

いセンサ方位と太陽方位が直交する位置関係 (OrthogonalPlane)において多数のセンサ

角度から計測し、計測できない他のセンサ方位については取得した BRFを用いて補間し

BRDFを推定する手法が一般的である。

我々はこれまでに、林冠クレーンを用いて熱帯林の代表的樹種の樹冠を対象とした BRF

計測を定期的に行ってきた。クレーンを用いた計測の場合、ある太陽入射角においてセン

サ方位を固定した計測軸でのBRFデータが取得できるが、異なるセンサ方位からの計測が

困難である。

そこで異なるセンサ方位からの計測というクレーン観測における問題解決のために、太

陽入射角が時間や季節で変化することを利用したBRF計測手法について検討し、BRDF推

定のためのBRFデータセット構築を行なった。さらに、構築したBRFデータセットに見

られる方向依存性と波長依存性について考察した。

今回構築した太陽方位600 のBRFデータセットから、異なるセンサ方位と太陽方位の位

置関係における方向依存性および波長依存性について考察した結果、太陽を後方視するセ

ンサ角度が大きくなると BRF効果が大きくなる傾向が可視・近赤域に共通して見られ、と

くに可視域におけるそれは近赤外域よりも大きいことが分かつた。

今後の計画として、引き続き時系列BRFデータの取得・蓄積を継続し、異なる太陽高度

別のBRFデータセット構築を行なっていく。そして、林冠構造三次元データをベースに作

成したDSM(Digital Surface Model)を用いて、林冠面の陰陽領域の空間分布シミュレー

ションを行い、これらを実測のBRFデータと統合利用することによって、熱帯林のBRDF

モデル開発を行なう。さらに、 DSMとBRFIBRDFモデルを用いた時空間的な光環境シミ

ュレーションへの展開も期待できる。

これらをベースにして、今夏計画している他グループとの合同観測により、個体レベル

での葉温度および光合成量の時空間分布推定モデルの導出を試みる。
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